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梅棹チ,ゴリザの先例にならって,隊員, AA
CK<員の有志,それに若い京大山岳部の部員

.カソリ
の方にも集まっていナこだき,サルト戸

りかえって反雀討論会を開きます0速征をふ

報出老は問題提起を簡潔に,討論に時問を桑原

かけられるように進めてください0
ム西各項日にわたることも結櫛ですが,とく1
チゴリザやノシャックとの比較を考臆して,
発圭するようにしていたださ九い0

それでは斉藤君,梅棹
過去の経験 問題提起を願います0
の集大成 斉藤 1955年からAAC

ンリ遠征をめぐって
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ナこと円われる。けれど、,直接サルトロとあ
、まみ、たときには,かえって悲観的な見方が
あたにもかかわらず,ルートエ仟、深い」
のー..セルに苦しめられながらスピーディに進

タソ側の隊員バツール君も加みついにパキス

えて登頂に成功し九のであります0
汰の、T征をふりかえって討楡を進めるのに,

ド.ラを越えてのビラフ*ソ二点,すなわち,

,,<送をいかに克服し九か,、うーつは,ひじょ
、に囚難視され九サルトロの山そのものの曳
をいゆ植した力、が中心になるだろう0 」の二
にっけ加えて,食糧・装備の進歩,隊員の綴
成と健康状態,それに心残りであった他地域の
偵突ができなかったことなども,論じたらどう
でしょうか0

斉藤

谷

平井

=野

回のサルト戸の成功はこれまでのAACKの
経験の集稙の上に立ナこねぱできなかっ九こ
ま九現在までの経験の総括という怠味」
てぃると魚います。私は今度はじめて遠征
て参加し九のですが,なにか全体的に余裕紳々
とい、熊じで,遠征にと、すれぱと、ないがち
ナイチかバチかという場面や,粘神釣にキナキ
するという惑じが少なかったと思います0 」
の点は全邪の隊員に同'していただけると心

し九し実現するまでにはひじょうな苦労があ
ナこことは,ビ承知の通りです0 カラコラ
ープとの合同という形で許可が得られ九が,
長大なアプ戸ーチが困難祝され,ビラフォソ、
.ーすら越せないのでないかという声、あっ

7夕
ことりっき地点の氷の状態が悪いので,

ノ、:ノιフョソ'
ヅクはむっかしいだろうという,

シ,ソ、あって,隊員一同じゅトからのサゼツ
途小クーリうぶノVの覚悟をして淘っナこのです0

トライキもなく,乢途えもわりにスムーーのス

かえって隊Rの山愛!順応に右刊であズにゆき,

惇生

泰

一正

昭吾他

若手のこと。年寄り連中は述いますよ。

隊員は青年 梅棹 隊員の構成の問令

将校ばかり になりましたが。

岩坪チ,ゴリザに比ベ

ますと,みんなだいぶん兵隊の位の高いやっぱ

かりが来たような感じがします。前には上の二

三人は働くけれども,あとはぼやっと見てぃる

だけ,あるいはついて行くだけというのが多か

つたが,今度はちがう。ぼくより若い上尾や前

小'などが,チ"ゴリザのときの妓くよりもは

るかにしっかりしていた。全体が若チ将校みた

いで。
J^

しかしみな佐宮級とか青甲将核は'かりだと

いうのは,ひじょうにいいけど,逆に歩が足り

ぬということ,つまり一兵卒がいないという不

便はあると思うのです。

梅棹求ーターがよかったというが,それを少と
考えることはできません力、

ノ^

それはできますが。たナごみんな祠じ郡女に

能力があるものばかりだと,だれカゾづやってく

れると思って緑って船いたら,みんな eつてぃ

なかったということが起きたりします。

加藤とれは人ではないが,熱L機が今度はひじ

ようにょく働いた。隊が巡むのにあんな便利なも
のはない。わしは機械はきヒいですが。

高村隊員の側からは,だれでもなんでもやれる
ようになってきたのでょかったという白己評価

をやっているけど,密守番役の方からの意兒は
どうだったのでしょう。

北村ぼく個人の見ガですが,隊Rのレヴェルが

1助かったのははじめから認めていた。それだけ

に案外と速征の惡ずれをしてぃて気づかぬとこ

ろで大きなミスがありはせぬかと心配 L てぃ

六0 幸い六成功をオ6さめて滞ってきたので,さ

すがにやはりわれわれの仲湖であった,という
評価です。

梅棹述征にはじめてという人は,斉藤,谷,上
尾,前小屋の4人,ニへんU,三ベん日が多い

わけですわ。これはたいへん大きいことやな

団子の串ざし 加藤六いへんほめ

といわれて られたが,これは

結局若乎が働いナこので,

隊の泌成からいえぱ,啄長・副隊長という団十

の山ざしが上に乗ウかるというのは,とれは二

スイ話だな。

そのトツプ.ヘビーであるという批刊は,

隊Rが決まっ六ときからすでに1_"てぃナこ。 、」、ー

には气・'はりいいノ!!、もあるし,恋いノ1、(もある。

いいノ1'ないで司な。なノVに、することカリば

3
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ラヴェルの闇はそうだった0九。ト

ラヴルの余裕が結局."にはいってか梅棹ト

の余裕を生んだと考えていいですね0

中尾ぼ六ぼくは今

年。Bと現役学生の混合編成隊でヌプチユー

打ったの'楽だろ

うなとっくづく思っ九0
加藤それは隊員の中に何回も行っている
何人かいる。それから準備期冏がひじょう
か九門によく集って話をして,郭互い
{くとれてぃるそれにボーツとぼけナニ
いー・,トラヴェルの長いときにはひじょう
いね(笑)ベスト・メソバーだろうね0 」

いのだもの。実際やっている人に対しては,迷

惑しごくな話だったろう。 AACKの変な宿命

かもしれないけれど,船かしな話だ。

高村加藤さんの立場としてそうぉっしゃいます

し,あまり多すぎるトップ・ヘビーはどうかと

思いますけれども,ちょうどヨットの下の船も

りみたいなもので,あのお、りがなかったら,

ぼくらキリキリ舞いしてしまったかもしれない

梅棹きょうは四手井隊長が来て船られないので

いらぱんトップの意見を開くことができないけ

れども。

林 私は団子の串ざしの三番目だったのですが

これはさっきいわれたように,たいへん迷惑で

すね0 しかしアソカー的な反面,ひじょうにぼ

くは楽をした。いざとなったら兆っさんらが悪

いのだという。それは確かにあると思、う。やは

り大酢なことじゃないかと思う。一概に団子の

'.ざしだからだめだという結論は,まだ早いの

じゃない力、

それから, AA.CKの中ではベスト.メソバ

ーであるけれども,まだ隊に参加しなかった優

秀な人はかなりいる。木曜会の連中が主体にな

つたが,地方にいる人はたくさんいる。そうぃ

う人がなるべく参加できる体制をっくってぃた

だきたい。

梅棹 トツプ.ヘビーのよしあしの問題と別に,

年輩名が何人か入ることにょり若い優秀な人が
出られなくなるという批判ははじめにあっ九。

林 それにっいては,準隊員というような枠を

つくって,それを強引に押しあげた。いろいろ
迷惑した人もあったと思いますね。

平井トップ・ヘビーの問題もケース.バイ.ケ

ースで,今度のようなスケールの大きな山登り
になると,年輩岩が朽った方がいいのじゃない

かと思ったのです。合同遠征になるといろいろ

問題が起きてくる。われわれだけで解決できな
いこともある。

梅棹 トツプ'ヘビーに対する批判的意見はトッ

プの万からしか出ないですな。
"^

これからの隊は小パーティになるから,今

度はひじょうにロスをしという気持がします。

梅棹まあそういうわけだな。上の方の惜成から
兄たら,ーハーティ分はじゅうぶんにある。

中尾ちょっと開き

たいのですが,登

頂が終ったあと,

みんなサラサラと尻に帆をかけて飛行機で婦っ

てきちゃっナ、けれども,,'1'」,11的に疲労してオ6 つ

たということですか。气れとも 0

ラコラム

そ火△石炎=式

力ソ
梅棹だいたい今度は余
は何による、のですか

加藤まず焔金の余裕が
コ'リ
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この問題はそうとうに広く溺こなわれてし
る批判なんですが,どうぞ,それぞれの立場か
ら発言してください0

金がない,あるいは精神的疲労,それは両方
あたのです。その上で帰ってき九というわ
ですぼくはトヅプ・々ネージメソトの人1
、こいのですが,すぐひっぱって怜1るか,それ
と、残してぃってもいいとするのかの決定は'
粁月上層弗で邦こなわれなかった0 愉る'とれ
日はどんどん迫ってくる0 だから飛打機の
切符、買ってしまっ九ということではなかっこ
かと思、うのです0

梅棹隊員の中では,残って各地を見九いとしう
希望はあったのですね0

谷ありました0

梅棹あっ九けれども,それが実現しなかっこ゜
はかなりあっちこっちで聞くのだけれど'
ね何九ることモ, AACKにしてああいう弓

梅棹

゛、
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われわいという金だけ力頒頁にあるのですね0
としては金はいいから,あっちこっちっか
めるだけのものをっかんで帰ってこいという気
持です。
そこは九いへん重大だと思う0 飛打機で知
ことはちっともかまわない0 九だ,ほか七見
てこなかったということに対する留守部隊とし

うに強くあての失望感みたいなものが,ひじょ
る。

ム西まあ弟分がイ
ン

ソドラサソへ行っている

のだから,成功したサル

隊からだれか激励に^いっしょに登,し
こいというのではないですよー一情報を、九
し激励に行くくらいの気持がほしいところらし激励に行くくらいの気持がほししとこ
やな。

酒井から来九手紙,それが極.端にいえぱ,知
ー゛はちょっと、手伝ってもらいナこくないけれ
官度計を持ってきてくれという要奇」なん
。いま今西さんがいわれ九ような気持を
全然起こさせぬ0

ソドのノミソジャブに
ム西カラコラムの帰りにイ
まわるくらいなんでもない0
いろいろいきさっはあるけれど、,全体
てみるとだれもどこへ、寄らずに、,つ九
、、ことは今度のエクスペディシ"ソの、、上
だとぼくは思うな0

高村白心、門か二週

くらいの時間をもらえても,自分として1
_ササに、できない。それだっナこらぼくは九

うえぇ」

林

ないが実際はそういうことですよ0
希望名はム西物見遊山かもしれないけれども,

うぃうところだっナこ,場所は0ど

ブソザアフガニスタソ,それからダ
一ゾ

藤R

リソ東パキスタソ、あっナこな0

上尾ぼくは意見があったのですけれども0
イソ

さんから手紙がきたときから,できれぱ,
ドラサソの方にまわしてほしいという0
、、して、行こうという,強い要望はなし加藤

と煕っ九0
に門いたら,そういう若手の希望はい
まいあっナこと思うのです0 遠征がスポーツィ
事務化して,事後のあとか九づけのスムーズィ
とい、こと論功行賞的な考え,いろいろある
年寄り連中は問題ないが,中層以下が,遠征の
悪ずれがあると思、うのです0

船でも十万円くら飛行機だっナこら十数万円,

AACK時報

なお慮が捻しかっ九という印象はありますな。

加藤抵んとうにそのと兆りだよ。これは黒星と

いわれても認めざるを得ぬ。しかし,粘れ自身

は明らかにくたびれているのだ。早く帰り九い

若手のどうしても行きたいという気持力丸まくの

ととろヘ伝わらなかったな。

梅棹精神的疲労というととやな。

加藤もうひとつ,さっきいった悪ずれだな。

斉藤医者の立場からいいますと,みな疲れてな

いといっても,かなり精神的な疲労があったの

じゃないかと思います。

よそへまわることを遠慮したのはやはり金の

問題です。物見遊山た'といわれたらうしろめた

いですね。だから強硬にいいにくぃ。

梅棹それはあるでしょう。物見遊山論をやって

ゆけぱ,イソドを旅行する,あるいは谷のよう

にアフガニスタソへ旅行するというのも,それ

が山に対する果敢な斗争でないかぎり,全部物

見遊山だという,アルピニスティック・りゴリ

ズムだね。それに対する批判もまたあってょい

今西学術調査をもうたっているのだから,知ら

ない士地ヘとにかく行ってきたら,得るところ

は必ず大きい。物見遊山ということは悪いけれ

ど,見学ということにしたら。(笑)

加藤おれがいちばん精神的にも肉体的にもへぱ

つていたのだろうね。とれは船れの責任だ。結

局あまり強い抵抗がなかったととはなかっ九ね

今西やはりみな育ちがいいので,あまり気勢を

あげる若いものが船らぬということ力、(笑)

梅棹ぼくはケツまくりの態度もどこかで必要で
はないかという気はするな。

上尾もうひとっいいますと,ぼく自身は津備の

段階から事後の処理まで,できるだけ直接隊に

参加した人問がやるべきだと考えてぃます。そ

れで写真の関係もあって,あまりほっ六らかし

てょそへまわるということを強硬に言えなかっ

、- 0

梅棹いままでになかっ九空気で,ちょっと面白
い問題が出まし九わ。

ところで,峠越えおよび山の攻撃のタクティ

ツクスについて,もう少し論じていただきまし
よう力、

.
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いますね。ーつキャソプはふえたけれど。
厶西 マナスルのナイケ・コルにあナこるのは?

加藤 C 3です。アドヴブソス・ベースがC 2 に

あたる。

高村峠越えの時期については,前からいろいろ

データを集め,ディスカッシ"ソがあったので

すが,今度の場合,ひじょうにょい時期をあて

ナこという気がします。

加藤できれぱもう少し遅かった方がよかっ六か

もしれない。まあまああんなものでしょうな。

梅棹去年高村がかなり偵察してぃるでしょう。

高村峠の偵察そのものはちがうルートなので,

あまり参考にならなかっナこ。ガガル周辺の状況

をあらかじめぼくが見て船いたことで,少しは

気が楽だっ九です。

岩坪高村がパキスタソにひじょうに慣れてきま

して,チ"ゴリザの今川さんの役割を果した。

ですから,ぼくたちはかえってサ求って,悪か

つ九かもわかりません。

梅棹しかしょかったな。高村君がたいへん役に

立った。殊勲甲である。これはまちがいないで

しよう。

加藤それはまちがいない。

高村今度はじめて行った人でも,ひじょに意欲

的にウルドゥ語を学びとろうとしていた。それ

がクーリーを使って峠越えのトラソスポートを

するのに実に役立っ九。これは当然そうあるべ

きことなのですが,やはり少しはいぱってもい

いことじゃないかと思います。峠の上のキャソ

プの谷さんや,その下のキャソプで頑張ってぃ

た斉藤さん。物資の送り出しがひじょうに複雑

なわけで,それを,ことあれぱストライキをや

ろうと手ぐすねひいている人間を相手にやるの

ですから。この動脈がかっちりできナこことが,

大きな要因じゃないかと思、う。

高村は人をおだてるのがひじょうにうまい
ノ、

ので。それより重大な三つの要素があったと考

えています。りエゾソ・オフィサーが優秀だっ

たこと0 クーリーがよかった。それから輪送,

トラヴェルに関して高村が大活躍しナこ。

岩坪隊員が輸送を上手にやったというととでは

ぼくの経験では今度がいちぱんだっナこ。ウルド

ウ語に関しては,上三人を除きますと,(笑)

ほとんどみな同じレヴェルに達していた。

高村もうーつ,クーリーの中からサーダー役が

つとまる、のが出てきたこと,おかげでずいぶ

ん楽だったように思います。

斉藤行く前に平井からおどかされていまして,

クーリーたちに食糧を配給したりするのに,キ

けや

4

今西今度のよう.

にべース.キャ

ソプからフドヴ

フソス'ベース.キャソプがひじょうに遠いと

いうのは,オーソドヅクスなヨ{ーラ.メソッド

忙はない。たいへん面白いと思うのだけれど、

だいたいスケジュールど兆りにいったと思藤
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リキリ狸いすると思ってい九のですが,はじめ
あとはみなサーだけこちらでやって教えると,

ダ_がやってくれる。クーリーの扱いがナこいへ
たいへん知恵のまわる奴だっ九ですんう式い。

ね。

加藤 フスコーνみたいな悪漢はあまりいなかっ

としナこクーリーぱかりセνクトとを聞くボケツ

主ーターカサこいへん成長しナこわ0しナこ。まナこ,

ツェルパくらいいきますか0

まあいきませんわ。いっナこいシェルパはサ
ーヴブソトだわ0

ツルパは,,つしらはクーリーなんかと違
,のだぞという女持をこのごろもってさぐ,使
いにくくなってきナこわ0

シルパは山に登りナこがる。むこうのハイ
これから先は旦那のことだ, 、^.ヨ{ーターは,

勘弁を,というようなことです0
ゴリザのポーターを半分やとっ六0 迎チョ

中は親近感があるから,それを媒介として,ほか
.ポ_クーともうまくいっナこのじゃないのハイ

かと忠、います。

高村村で出合うちょっと賢そうな子供に,一前
ハイ.ポーターは将来何になりたいというと,

になり九い(笑)という。村ヘ帰るときに溌仕
着せの服を着てぃきますが,一秤瑞介旋将軍みた
いな顔をして・'つていきます0
林の捉案で%稚児さんみ九いなのを三人や加藤

とっ九のです。いいやっと悪いやっとあっナこ庁
いきなり1れどわ。おれにっいてきナこやっは,

Sha11 go with you.という0 びっくり仰天し
九これは芽語できると思っ九ら,それしか知
らない。(笑)

AACK時報

梅棹

加藤

中尾

NO. 3

加藤

中尾
リ・,・C 3力n9日で登頂が24Rですね0 かな

シュをやっナこのいということです。一種のラツ

だろうと思うのだけれども0
シュです。一種じゃない。完全なラツ
トをどうとにかく,委崩の危険のあるルー

ことになったしても選ぱなけれぱならぬという
らそこに船る人数と日数を減らすことが,結
月最大のタクティックスだと思う0 末ーラ'メ
ゾドでーつづっ足場を力寸こめていくのも, 、^

、し、ところでは,半面,危険をひじょうに六
そのかね合いのよいサソプルを捉供きくする。

したなと思っています0
C4 にキャソプを張りまして,頂上までの
距雉がひじょうに長すぎる。あらかじめC 2か
t 戸て%つて,実はキャソプをーつふやさねぱ
ナ、らぬかと円、つナCのです。それを力胴寮さんに提

ソプの数をふや案しナこのですが,なるべくキャ
さない方式をとろうということになっナこ0 ムナこ
C 5から上のエスティメイツヨソ、,はじめは

ビノ、ーク一日で帰ってこられる予定を六てて,
にな力てしまっナCO

ム西一日で帰れるか,ビメークになるかという
ことは Xのくらいに力けて論っナこ力、

半々くらいに思っーおりましナこ0林

ιゞくはビバーク必〒だと思っナこ0加藤

ビぐ_クιⅨ至で,テソトを張らずにラツソ今西

ユで通しナこというととろは,作戰と1,て今度の
中「いもぱんみビとなととろだと姪、うのやけ
どもね。

ぼく、まっナニく同意見です0中尾

代を立てると,多すぎてかな,つぬ0加燕

天気の周棚性を察しぐ,硫実な天夕をっか今西

ビバークで行っナこという乞とは,んで,しかも

生にすぱらしい子が伐ヅね0

中尾一れはオーソドックスなやり方ではないと
いう批客Fをすろ人がキつと摸てくると心、うが,
ーれが二れ力寸のやり方のいもげ.んよい例だと
心、つ

林

加藤

中尾

林

ふだん山をアタックする場介に必ず持つスペア

という気持で準備したと思います。

ビバークを成 高村具体的な津備

功と考える力、 は最低限で,兄よ

うによってはちょ

つと危なかったかとも,あとになって反〒して

います。

今西斉藤が何時になっナこらビバークせよという

命令は受けていなかっただろうと恕いますが,

まだ日の高いうちにビバークを決意して,暖い

うちに寝たということは,わがAACKならで

はできぬ芸当のような気がして,ナこいへんうれ

しかった。

ひじょうにみピとで。梅棹

ひじょうにいい決心ですよ,あの時開に決加藤

心したというととは。

中尾しかし,それにはやはりノシャックの経験

がものをいっているでしょうな。

高村そうですね,やはりわれわれの仲問がやっ

ているという。それにぼくが少々バテ気味で,

・テソ飛になっていたことが,斉藤ドクス口

ターの判断のーつのフブクターになっ九かとも

思うのです。

力餌寮さんは 100パーセソトビバークだとお林

つしゃっナこかもしれませんし,その意向がわれ

われにじゅうぶん伝わらなかっナこのかもしれな

いけれど,ちょ.つと危なかっナこという高村の批

判はある程度あナこると思う。ぼくらは斉膝,高

村をじゅうぶん信川していたことは事実ですけ

れども,こまかい点についてまでの考慮がなか

つたことも事実じゃないかと思うのです。

まナこ, C 3 と C 4 をしっかりと固めてい九か

ら,第一登緊隊の成功の可能性はある程度甘く

みていた。失殿したら,第二,第三が続きうる

ということはあったけれども,ぼくはある程度

懸念をもっていた。

今西これは実際登りにいっナこものも余裕があっ

たのだけれども,やはり隊全体の余裕綽々たる

実力がしからしめているので,聞いてぃても危

げがない。

梅棹やはりタクティックスの成功でしょうな。

中尾とにかくポーラ・メソッド屋では,これは
やらぬでしょうね。

山口 そういうことではなくて,ぼくは登頂隊員

の性格とかこれまでの山ヘの行き方といぃま

すか,そういう、のが途中で早くビバークしナこ

ことと関係があると考えるのです。たとえば,

登頂隊員が平井,藤平,林さんというのだった
ら, 羚そらく夕方でも頂上ヘ行ってぃるだろう

クにかかってからの問題にはい

今西これから

のことも考え

て,さらに幌

量の装備をもっと発達させることが必要だわ。

加藤それより登山技術をもういっぺん考えなお

す必要があるのじゃないかな。テソポをもっと

早・くすることと,アソザイレソのこと。プロ

ド・ピークだって,みんな勝手にちゃらちゃら

行って帰ってくる。そういうのが普通になって

イタリー隊でもほとんどアソザイレソしてい

ない。その六めにドイツ隊のように死ぬことも

あるだろうけれども。彼らの装備にしても,が

いというより,いらぬものは気前よく棄てて櫃

タ_候補として温存されていナこのです0
官度順応が郭くれるし,ルートエ作、やり九し
のに下でボーツとしくぃるのは,あまりょくよ
いと思うのですが0

ころだからそれは,雪崩の危険の大きいと
なるだけ小人数しかあげない。形としては温存

極かの迎中の強さがまだわからなになっナこが0

かっ六から。君たち3人は 7,ooomの経験があ
1回が失敗し九ら交替であがってもるから,第

らう筈だっナこ0

梅棹峠越えの問

題はそれくらい

にして,アタツ

りましよう。

加藤

AACK時報 NO.3

斉藤

卜が

とぽくは忍う。(笑)

それともうーつつけ加えなけれぱいかぬの林

はこの山はひじょうに雪が深かった。しかし稜

線ヘ出ナこら,いち船う雪もしまって歩きゃすく

なるだろうという期待は,隊の中に強くあった

のです。なんぼ船れや藤平や平井でも,あれだ

け雪があったら,やっぱりビバークしておりま

つせ。(笑)

今西サルトロを朋題にするかぎり,日の暮れま

で登ってビバークするという方法と,余力を残

して早・い日にビバークし,あくる日登るという

のと,どっちが賢明かという判断だったら,ぼ

くはやはり斉藤のとった方法がよいと思います

な。

山口それはそうです。

中尾もう少しビバークの物質的な仕度をして船

つた方が,よかったのじゃないかと思うのです

が。

岩坪食糧係の大将が行くから,どんな素晴らし

いものを持っていくかと思っていナこら,バシー

ルが持っておったミルクをわかしまして,隠匿

物資みたいなものぱかり食うてはったそうで

(笑)

C4 で頂上攻撃のタクティヅクスを話し合林

つたとき,装備その他いっさい最少限にすると

決めたのです。今までの調子でC 3, C4と来

てこれをやらなかっナこら, C 5から上のトレー

スに相当難渋するだろう。荷物を減らすことが

最大の問題だったのです。

今西欲を言うたら,あれもこれも持って行きナこ

いということになるが,ミニマムで行かんなら

んから,その限りにおいて不自由することもあ

るだろう。その限界は決めにくいな。

加藤それはやはりチョゴリザとかノシャックの

経験で,これはいけるという気持がみなにあっ

」0

ビマラヤ登山技
術の再検討を

サーカ

林 キソプ.シックスをっくるに、テソ
なかっ六のです,ほんとうは0 (笑)
姓まれて船0ナこのだ。(笑)
竹下キャソプ付近がハソトの最後のキキ'
,ナのですが,彼の分析では,、うーつのテ'
をしに立てるこ巴ができれぱ成功9 るだろう
といってぃる。ハソトの経験に上る肋一を'
して行っナこという冕ナ、島ると層、うので"
・・くナこちは逆の意味で,督い気持でやろう、
ナ、い九ということになっナこのです0
そ、です食糧、ビバークのナこめで"

加藤

高村
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いて行く。われわれはまだ,たいへん重装備だ
と心、う0

ハソト時代から比ベたら,時代も進んでお

りますし,われわれの装備は問題なく軽量化し
ている。

ハソト隊が今の装備だったら,登ってしま中尾

つたのじゃないだろう力、

加藤それは、う,ケソケソで登っておるだろう
な。(笑)彼らはヒマラヤによく慣れていたと
いうこと。その前によく歩いておりますよ0 そ
れにブルプスを持っているのといないのとで,
違いはかなりあると思う0
それがいまだに効いて船ります力、梅棹

いま加藤さんが登山技術のことをおっしゃ林

つナこですけれども,われわれの今の技術が悪い
ということでは決してないと思うのです0 もっ

という意と進めぱ,もっと違った方式ができる
味じゃないかと思、います0

ヒマラヤへ行く
加藤みんな技術は持って兆る0
とそれがあまり発揮されないの北サ品

.

もっと速く歩くということやな0今西

それは歩けませんぜ。.(笑)加
ことになるじそれでは注女が無理だという厶西

やない力、

サルトロがコツプリート荏山といわれるの平井

に,距離の測定の問題があると思います0 チ"
.りザではべース.キャソプから頂上までの
ル_トが見通せない。テソトの位置がわからな
かったのですサルト戸の場合奧行が全然ない
ので全部わかるわけです。それからブイス'
フォールもなかったということ0

ぼくらが第2キャソプから,第4 キャソプ岩坪

以上の偵察を見てぃますと,いつも5人がぞろ
しょに行く。林さんか斉藤さんが孤軍ぞろいっ

みなを待たして頑張っている0 あれ奮斗して,

を2人と3人のパーティに分けて,偵察を交替
でやったら,スピードフヅプになっ九のじゃな
いです力、

実際の状況がわからなかっ九のでしょうけ林

どその時点にっいては交替する余裕がないのと
スティープなところなんですわ。途中のラツセ
ルとか確保と力、相当エネルギーを消耗してい
るのだから,待っている時間が長かっ九という
があれで過不足ない人数だっ九と思って邦る
のです力請Q。

一坪そから,バシールの溺守りというのがあ
つ九。あれで最低2人はとられていナこと思いま
す。

林

AACK時報 NO. 3

とを言っ九のです。隊の態勢としても実にコソ

プリートで,余力はあったのです。天気も続き
ましナこし。

高野余力はあったけれどち,巻らなかったとい

うのは 0

今西それはフォーミュラとして決めるべき問題

ではないね。ケース・バイ.ケースで,その時

の隊長や隊員の考えもあるだろうし, A.ACK

は第一登だけで引きあげねばならぬということ

には絶対ならぬ。

加藤 それはならぬ。

林 もうそろそろ全員登頂という問題をおえて

いい時瑚じゃないかと思います。

加藤山によりますな。

今西全員注頂力,第一登頂だけか,と決める必

要はないと思う。その時その時にょることで,

わしだったら,第二礎頂でも謡りナこいし,轡れ

ナこら登るかもしれない。(失)

加藤 こわい船っさんやな。(笑)

林 余裕があったら,登ったらいいと思う。ヒ

マラヤもだんだん変ってきて船って,もう少し

佃人的なプレイを楽しむ時寸切にだん九ソVなって

きて船ると思う。マカルウ、企員登頂してぃる

しできたらという希望も持っておった。しかし

山そのものもかな b シヴィフだし,第一器頂で

みな気分をよくして,とれで,1吊れぬごともない

だろうという,ぽくぉよび力m帳さんの判断だっ

たという,つけです。
ノ^

ぼくはそれに天秤をかけておったのです。

第二晋頂もしたいけれども,それよりも婚かに

テラム.カソリなどの可能性があると思ってぃ

た0 食粋も残しておか北ぱなレぬと層,い,第二

器の点欲を1甲さえてオ6りてきた「,シ十ツト.

フウトをくった。

加藤どこが恋いとっいても,"11崩のこわいどこ

ろですから,又いあいだそこに人をおいてオ6く

のは,どうしてもいやだと思っナこ。

中尾いくっもいくっも行っ六ら,そのうも何か

にひっかかうてしまう危険がある。

今西だか・',ぼくが第二謡頂でもやるかもしれ

ないと'つナこのは,山にょりけりです。

登山史ト.の 梅棹それでは次の話題

位置づけ に移ります。今までの

エク・ぐディショソは,

毎度毎産この次はどうする,この次はこの次は

ということでやってきたと思いますけれど, 、^

れから、ヌ同じょうにゆくのかということ力圷珂

題になるわけで,谷乃,ひとつ問題の捉起を願

います。

かに重要な問題があります力、
北村隊員の選考方法に

隊員の選考
つぃての意見がまだ出

方法に疑問 ておりませんね。簡単

当時の木曜会に郭いて,一応Aに申しますと,

ACKの全会員から公募するということになっ
ところが時間の関係その他もあておりました。

つて,委員会でその必要を認めずということに
なっ九まあある程度の京都中央集権はやむを
えぬにしても,また京都で最後に決まるのは,
スムーズにいくことですけれど、,やはりこれ

は運営上まずぃのじゃない力、事実,あとから
かなり苦情が出て,京都にいなけれぱ行けない
のかという意見、出てきましナこ0

アウトライソだけは総会で申その回答は,林

しあげたと思、うのです。今後はそういうことの
ないように,木曜会の連中は外に呼び力け,外
にいる人九ちはまた京都の連中に呼びかけ,速
絡と接触をよくするようにしてもらいナこい,ぼ
くはそう思っているのです0
公募の問題は会長からでも答弁して、らわな

今までの経験けれぱならぬ問題ですけれども,
から公募してもそれを無視するような結果に
なってしまう。そうぃう公募は,単に形式だけ
のことに終ってしまい,かえって応募され九方
に気の毒でないか,そういう会長の話があっナこ
のです今回の事情は,今まで3年も4年もサ
ルト戸を待って兆って,頑張っていナこ連中が木
曜△に相当粘るわけです。それだけでじゅうぶ
ん席を埋めてしまっ六というような感じで,今
さら公募しても埋める空白はなかっ九という事
情です。

しかし原則として公募しなかっナこというの厶西

は手落ちですな。

これはA.ACKとして大問題ですよ0梅棹

木燿会という、のがAACKの何であるか中尾

ということ。

ぼくもそれはい0梅棹それは大きな問題です0
たい何であるか知らぬ0

加藤一味徒党や。(笑)
みな木曜会に連絡をとるべきであるといつ梅棹

ことになるわけだな0

とるべきじゃなくて,木曜会が今までサボ林

ておって,そうぃう役を果せなかっ九こと
ぼくはいいたい。
ム西そうなってくると,木曜会というものが
すますわからなくなるけれど見, AACK
て八募すべきであるというのが,ぼくの意見
す。

それはそうだ。

タクティックスの)

ことでまだありますか

野第一次の墜頂が成功しナことき,二次,二次

を出す考えがあっナこ力どう力、,聞きナこいのです
が。

加藤意はなかったです。こんな山に大せいかけ
登って,そんな危険を船かす必要はない。まナこ

隊員の利害関係やメソッの問題から第二登頂を
する例が多いが,われbれの隊には必要ないと
.巳、つナ、_。

林
ぽくはそれには反対で,全員登頂というこ

あと時問の余裕があまりないのですが,ほ

加藤

梅悼

NO. 3

梅棹

AACK時報

林 会長あるいは今回の隊長が相談されて,そ

ういうふうに決まった。

梅棹名乘りをあげさせなけれぱいかぬ。それは

隊員を決めるときの最大原則だと思うな。

今西だから,会長や隊長がそうぃう方法をとろ

うとしても,それではいけないという忠言をす
る人間が必要だな。

加藤 AACKは,こわい,えらい船っさん力丸、

て,若い連中はみなおとなしいですよ。

中尾 AACKには古だぬきがたくさん船るから

若手がそんなことに関与して、無駄だからやら

ないのだという,そんな空気があるのです力、

(笑)

林 そんなことは聞きはじめですな。

北村私がおたずねしたのは,理事の方がみんな

公募の必要を認めないという意見だと思ってぃ

たからです。

多田隊員の選考というのは,なかな力敢台まらな

んだのだ。とにかく12月, 1月ビろになって,

いよいよ行かなくちゃならぬような時期になっ

てから,そういう問題が出たと恕、うね。だから

そのときには,公募してやるのは,ナこしか近か

つたという気持をもったと思うのです。

林しかし,ことに桑原先生や四手井先生がお

られたら,「どうもすみませんでした」とあや

まられるところだと思う。もうその辺で。

今西しかし,今後こんなことをしてぃたD,い

けませんぞ。

加藤その前に,もっとニスィことがたくさんあ

るのや,この会は。(笑)

今西それで頭にきていたのか。それではしょう
がないな。

多田そのじぶんに,まだ隊長問題がうるさかっ
たのだからね。

梅棹まあいろいろ宇ががあるにせよ,しかし公
募が第一原則であるということは,徹認せんな
らんな。

ン
頂
る
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J、 AACK叉はその職後15午、たちましナこが,

会員が戦前からずっと続けてき大遠征の中で"
城後の幾っかの遠征はーつのグループとしてま
とめることができると思います。つまり何単に
いえぱジャイアソツの登堺ということに工と

められます。ではそういう動きは AACK全
休の歴史の中でどういう風に位楓づけられる
カ、更に登山の女化史といった方面から李えて
それは登山史の上でどういう意味があっナこか0

これを諸外国の動きと比岐しながら論じて,今
後ジャイフソッがだんだん登られて,少なくと
亀 750oln 以上の山がなくなるであろう近い打
来,これからどういうエクスヘディシ,ソ,

登山が世界で行なわれてくる力、そういう見通
しをまず!"してもらい六い。その次に,そうい

う流れの巾でAACKはどういう行き力をした

らよい力、この問題を採り上げていナこだきナこい

と恐います。こまかくいうと,どういう地域に

これから行ったらよいか,行とうとするのか0

あるいは,どういうパーティカ蹟旦み得・る力、こ

れまではいっも大パーテ'で,メソバー、団子
の巾ざしというようなこともいわれナこけれど,

いろいろなで味での経験の受け渡しということ

は,この大規模性.と計両に太いて可能であった

今後、し小パーテ'イになっ九場合には,その経
験の受け渡しが非常に鄭プPしくなるか、知んな

い。そうぃうパーティのあり方の違いによって
A.A.CK内にいろいろな問題が起こってくる0

またパーティの組み方によ・つて今後どういうふ

うに資金を集めるかといっナこ問題,そういう点

をも含めて識論をしていったらと思います0

梅棹深刻な問題をだいぶん含んでいるようです
が,何からやりましょう力、今の問題を全部議

論するわけにはゆかないので,ここでは問題を

次の三っに限定しましょう。つまりAACKは今

後どこヘ行くのか。どういうパーティを組み得

る力、資金は如何に獲得する力、

まず光山もAACKが今までやって来たような

初登梁主義でゆく限り,やはり探検と非常に似

六運命にあって,いわぱ自らの首をしめるとい

う結果が起きる。今それが起きっつぁる0 行く

ととろ力けごんだんなくなってきナこということで

す。そこでAACKが今までやってき六一連の万

為は,サルト戸で一応ケリになるのかどうか0
このへんからどうですやろ。

今西問題を限定して先
カラコラム

ずカラコラムから議1八
はどうか

していったらどう力、

AACK とカラコラムの因縁は, 193/年のK2計
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画の頃から結びっいているわけですわ0 それか
ら1955年にはじめてカラエラム。これはA.ACK
ではないけれども,京大として入っナこ0 しかし
結局55年ではカラコラム全域がとても歩ききれ
なくて,東の方と西の方が残っ六けれど,それ
はその後栴棹が言った初登獣主義と探検がある
ところでオーバーラップして,西はヒソズーク

シからノシャックまで足がのびたし,東の方は

シブチェソの力面が残っておっナこのが,今回で

一応地図に赤線が入っナこ。我々はビゴからカラ

コラム.パスまでをカラコラムと考えますけれ

どもツムシャール方面は現在の政治惰勢では
入れないのだからしかたがないとすると,そう
いう意味ではわれわれのカラコラム荒ごなしは
できナこわけです。あと問題をしぼってカラコラ

ムに限って老えナこ場合,やるべきどういう仕力
があるかというふうにせぱめていった力が,わ
かりやすいのと違うかな0

梅棹そうですね。何か汰の仕或のイメージがあ
ると思うが。

サルト戸には四年問、サルト戸,サルトロワ西

といっ九執念があったわけだけれども,それは

これで解消しナCから,今何も執念がないといえ
ぱそれも正直な話。こんど朽ってきてヌ執念を
つけて来たというのなら,それ、ヌーつここで
発表してもらうということ九サ品

梅棹この前のノシャックのあとでは,非常に小
さいヴィジ,ソではあるけれど,グルラ'マソ
ダータというのが出てきナこね。今度は何もヴィ
ジョソは出ません力、

あっもからみておっナこら,アスパラサスと林
ソカソとか,よかりモのあナこりと力、ギャチユ

だれのたれそうな山がいっぱいありますけれど
、今西先生、言われ九ように恐らく入れぬだ
ろうと円、いますし,将来そういう、のが解決さ

て、いいじれたらあの辺をAACKでーぺんやっ
やないかと思いますね0

ム西サセルはカラコラムの続きですから"然一
応問題になる山ですけれども,現在のところま

ソタソの
ず実現せぬだろうね。あそこからチャ

(笑)方ヘ入って行くのはいいけれど0
梅棹それはいいやろな0

中戸一番問題になるのは,この次にやるとし六
く<ら 7 70omより、高い山ヘ行くの力、イ

もいいのか,ということじゃないです力、
梅棹そうぃうこととは違うな。何かやはり打動
目標としてのヴィジ"ソを持てるかというこ
だと思う。

ソカするラムには,喰らいついて力加藤カラコ

ような山はありませんわ。

梅棹ありまへん力、それはあっさりしている恬

今西加共君はそう思うても,若い人はどう思う

ているかbからぬ。

K2 はぼくらいちおう林 0

あんな高いところかなわん。(笑)加藤

とんどAACKには 7,0舶m以上の経験老が岩坪

うんとふえ九わけです。それがこれからすたっ

てゆくのはもっ九いないし,そういう経験者を

主体に,ちょろちょろ小出しにしたら,パーテ

イはわりあい簡単にできるように思います。

簡単にできるという話ではなくて,そうい林

うことをづミ際にやるパッシ,ソがあるかどうか

という問題だ。

梅棹岩坪需の場介は,AACK全体の問題が一個

人に野蔀矧釣に現われたようなところがあると思

うけれども,四同むこうヘ行ってどう感じて船

る力、

岩坪今ちょっとあきて郭りますけれども,まナこ

十午ほどたったら。(笑)

梅棹カラコラムカ、(失)

岩坪 0

高村ぼくらはチョゴリザのときから脇坂氏から

ネパーノレは,ネパーノレはという話をよく開きま

すし,ヌ他からもカラコラムしか知らぬのはか

わいそうだという否もよく聞きます。そこで必

らずし、ネパールと限らなくても,ちょっと毛

色の変っナこ地j戈を歩いてみナこいという気は大い

にあります。しかしハキスタソに行くと気がイ

ライラする反而,心の安らぎを覚えるようなと

ころもありますので,その意味ではヌー午促し

たらカラコラムあたりヘ誰かゴソゴソ行くのじ

やないか。ぼくで、まだ行きナこいと思いますけ

れど。

梅棹オラガ1」」という気安さがあるな。

加藤どとヘ行ってヤノレカ.ンンド
もあの山は知っての彼力は?
いるというわけで

隣りの枇丁を歩いているようなも・のだ。ぼく

は二詞、行かしてもらったから,いい気になっ

てそういうことを言うけれども,まだ 6,ooom

5,ooomのり,1なら六くさんあるし,その経験を

ふまえてとれをゲレソデとして,小さいパーテ

イがどノVどん1且てゆくことはよいと思うけれど

も,船じいちゃんがカヅカするような山はもう

ありませ,見な。わしはそう思って郭るのだ。し

かし,ひとっカラコラムで一番ねらいナこいのは

北のだよ。ヤルカソド.りヴブーの力ヘは行

きたいわ。(笑)そうするとパキスタソという

11 ^
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ような逹巾を相下にしてもらちがあかぬから,

西の方のとわいおっさんの力から入る。そうい

うふうにやったらどうかな。ロシアとか巾同と

かへもっと力を入れてもらいナこいと思うな。艾

産党になるのは嫉いだが。

社長だからな。(笑)梅棹

英国なんかスターリソ峰ヘ行って%ります林

けれど,ああいう格好で将来日木もやれるので

はないかと思うのですけれど。

加藤やれろだろう。大阪外国瓢大学オごって,蒙

古ヘ出す。とれはつぶれたけれど,よそのとこ

ろにあっさりとやられたら,腹が立ちますわ。

梅棹要するにカラコラムは谷川所のようになっ

てしまって,みんなよくわかってしまっナこ。小

さい山は別としてもう今までのようにカッカと

するほどのものは,少くと、現在はもうない。

こういうわけですな?

一同 ウソ。ウソ。

梅棹では,この問題はもうこれでいいやろ。

加藤という気がするな。

平井籾発北主義では早晩]Ξ〔1窒、身1工'
行き詰まると思うのです登主義
いやもう今既に行き誥ま

つてぃるのですが。そこで,これはやはり日本

人の誰かがやらなければならぬと思いますが,

エヴェレストとしては第何牲かになりますが日

本人しては初めてというのはどうですか。これ

からそうぃう行き方もあると思います。

梅棹ぼくはしかし現実の問題として,それは非

常に挑かしかろうと思う。日本の場合やはり初

八以という行き方が社会的にーつの刈になって

いる。ということは,初斗"主莪であればこそ

金を集めるととができる。エヴェレストという

ことであれぱ,ヌ扱いようがあるかも知れない

けれども,その他のところなら何かよ捻どの1.1

別の理由を発兄しないと,社会的な通念を打ち

破ることが鄭:かしく,無理じゃないんじゃない

かな。もし一歩ゆずって,そういうやり方でや

つて、,その成功率は大休エヴェレストないし

はせいぜい K2くらいで浦しまいで,そのあと

は遠征隊の成立その、のがむつかしいことにな

りはせぬかと思う。

さらにエヴェレストにしても,第一.夾ならい

ざしらず,ナことえ日本人としては初めてでも,

第四登・第五登となったら,これはえらいこと

ですよ。自分の金で行くならよいが。

加藤エヴェレストに入っナこら,キャソプの場所

が決まっていて,便所はこちら,炊事場はあち

らなどと京士淫山をするようなものだぜ。もよ



つと高いけれど。

今エヴェレストの話が出まし九けれど,ま
だネパーノレではギ十チュソカソ,カソバチェソ

が残ってぃます。こうしナこ目標も一部AACKに
残して粘いて,機会があれぱそういうものもや
つてもぼくは不思.議じゃないと思う0

今西それτ言い出
AACKは二

しナこら,南米に何
流たり得左い

カソトさい未器寺が

AACKが南米に行って、柵わない残っていて,

ということになりますけれど,なるだけなら,
そんなまねはしナこくないな0

何かAA.CKの名門意識というようなものが梅棹

非#にはっきりとある。それを崩しナこくないと
いうこれ、ヌぼくはもっと、なことだと心、う
つまりよそとは違うので,なに亀AACKがそう
い,小志い山に総力をあげてやらねぱならぬこ

それはヌよそのどこかの大学がとはあるまい,

こっちは行き方が違うという0やっナこらよい,

やはり伝統の問題があってそれを無視するこ
AAとはできない。方向転煥するといって、,

CKが二流山岳会になることはできないのでね・
ここがやはりっらいところ九サ品

そうし、つつらいところでしょうけれども,林

ーとを.い出すど,チョゴリザでもサノレトロで
も似かよった山ヘ一同ι,行0ナ、わけですから0

にある中古車はム西そうだけれども,別に遠く
气にしなくてもよいけれど,隣りに中古車の割
△ましなのがあれぱ,ちょっと気になるという
わけでこの点名門といって、まだ困内的な名
門ということです1つ0
しっといようだけれど,ぼくがさっき三っ林

ナこような責味で,エヴェνストとか K2とかナ
ソガとか,人は行っているけれど、,日本人とし
て新しい山というのは,まだある狸度あると思
いますね,そうぃうところに日をっけてもいい
だけど,さすがはAACKだ,口のっけどこ中尾

ろが'たうといbれるようなものをやって欲しい
わ。

林

AACK時報 NO. 3

梅棹この辺のところは,ちょっと印刷にできな
いな。(笑)

しかし初登挫主義をっらぬくというのは,中尾

エヴェレストなんか兄向き、しないという訳で

すか。

今西それは,どこかの山岳会がエヴェレストを
やると言い出したら,それでは船やりなさい,

俺逹はやらない,とこう出なければしょうがな
いじゃない力、

梅棹それは非常にはっきりしたーつの行き方だ
な。

中尾

し

ム西しかしフラスカとかフソデスといっナこら,
早稲田とか一橋とか"ー"

しかしこれ、個人では梅棹関西学院とか"ー"0 '」

大いに行くべしだが,前にも触れたが, AACK
が総力を挙げるというものではないな0

そうぃう点で南極はど゛、

南極 でうす力、

南極の話が出まし北北村

けど南極が他の地域と多少違う点は,遠征の
目粳が何かということです。地域探検の型の
史的経過をみますと,だい九い四っの過程托
解できる第一期は地理的探検0 これは何が
んで、↑〒けぱよろしい。あるかないか力弁゜C
りすれぱよろしい。第二期は第一棚の探を'
し官度にして,ヌ人文科学的な羽査をも加え'
いbゆる学術探検として成立する0 第三

す。この第二期の学術探検時代にある南極に,

犬矯・歩兵・重戦車,更に航空機の援護をつけ

て駒を進めることは,ヒマラヤにくらべてスケ

ールの大きさで問題になりません。それを京都

大学が先に開拓してゆくことは,言うだけなら

別にして,これは大問題です。

今西まず山は成立たぬというわけたサ品

梅悼ぼくは南極のことはよく知らないけれども

かえってそれが成立つようになってき九のじゃ

ないかという印象もあるのだな。とこで思いき

つて学術はやらぬのだ。わしらは南極の山ヘ登

りにゆくのだということでやったら,可能性が

出てくると思うのだ。

今西南極を学術が占領している間゜わしらは追

い出されているというのは,非常に腹が立つね

(笑)

梅悼そうなるとちょっと而白い。ぼくら今まで

AACK内で学雨派といわれていたかどうか知ら

んが,こうなると学術でなくて山でいこう。南

極は処女峯がずらり主並んで船りますわ。なぜ

ぼくがそう思うかというと,これは逆説的な見

方になるけれど,今の地球観測年がなかったら

この、山でゆこう゜は成り立たない。地球観測年

で学術はちょっと満ちたりたというところがあ

る。数年間やって基礎ができた。

そうすると新らしいぺージがめくれるかも知

れなし、。

北村なるほど。これはうまいことをいわれまし

ナこね。つまり先程の言葉でいう)・.,南極も今や

第二j切から,第三期の学術とフルピニズムの混

合時代,更には第四期の純然九るス飛ーツ.ア

ルピニズムの時代ヘ脱皮してもいいんじゃない

カ、いや AACK が南極にこのアルピニズムの

杭を一本ガーソと打ち込んでもよいんじゃない

カ、また犬橇の時代に戻ったってょいんじゃ

ない力、俺逹は観測なんかしない。こういうわ

けです力、

今西山はまだ足で登っているのだから。(笑)

梅棹山はない力、

北村山はあります。

梅棹山ヘ行こうというわけだ。

中尾学術会議が,山登り隊を山せまいけれども

AACK力洲ハにちょいと乘せてくれと申し込んで

あとはよろしくやるという于もあるわけだ。

今西南極には

南極の最高峰? 6,ooomくらい

だんだん大物がなくなって,低くなっても

仕方がない,処女宅をねらうかぎりは0

今西それでいいのだと思うけどな0

梅棹それはしょうがない。どうでしょう0 この
問題は,これだという坦々たる道が前に開け九
という,つけではないけれど,このくらいにして

船いては。

加藤この問題は,

ナこっていいので,

アラスカ.
'ー、スアンテ'ス

中尾
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の学術探検の上に近代スポーツ・アルピニズム

が加味され,両岩の混然九る融合にょって隊が

成立する。 AACKは最初のAがこれを示すよう

に,まさにこの期の代表的なものであるわけで

す。第四期に入ると,これはもう学術探検その

ものが成立しなくなって,つまりスイスのよう

にス飛ーツ・アルビニズムだけが生き残って横

万する。もちろんこの四期はたがいに独立的な

ものではなく,随時,程度の差こそあれたがい

に結びつくものです。

ところでこれがもし南極にあてはまるものと

すると,南極は今正に第一期又は第二期にある

わけです。それ力江GY (国際地球観測年)で

更に地理的探検にしても学術探検にして、その

程度が引き上げられ,もうシプトソやワークマ

ソの若い時代のようにはゆかなくなって来まし

九。地理的にみても,グラハムラソド(南米の

南)は山が多いけれどネパールのようにアチコ

チに人糞がころがっているというし,戸ス海沿

岸はいうに及ばず,ウイルス・ラソド(口本・

中国の南)はフラソス・アメリカ.ソ迎がウジ

ヤウジャ行きょっナこし,イソドの南はオースト

ラリアが永久基地を持っているし,結局大西洋

の南,昭和基地付近,それにちょっと凍のエソ

ダービーの奥地,これがまあ食指の動きそうな

ところです。しかしこれらの地域にして、,南

極はすでに犬ゾリの時代は過ぎて今や重量伐卓

機械化部隊の時代ですから,スケールはうんと

大きくなってくる。今いった昭利基地の奥,エ

ソダービーの奥はヒマラヤでいえばニヴェレス

トでは勿論ないにしてもマナスル級です。これ

をやれぱ,世界の南極の地図に赤線が一本入り

ます。その奥地に,山岳地譜でも発見されれぱ

更に大きな地形学的な業纖があげられたことに

なります。

梅棹それをやろうじゃない力、

北村いやそれは,ナこだ行って来ナこ,発見し六,

だけでは,午されぬ時代に来ているのです。話を

そこまでもってゆかなくても,もし山も何もな

ければどうなります力、むろん,「昭和基地か

ら極までの閻は山も何もない高原だ」でもーつ

の業鐵にはなりますが,京都大学,いやAACK

がこれではあまりにもさみしいと居1.います。

やはり大陸の種々の科学Da査,つまり探検と

いう肉づけがあってこそ,はじめて速征が成立

つのだと思います。

つまりこの湃を,先の゜時代、的な力画からい

'ますと,南極にフルヒーズムが没透するには

もう少しの吟raが必要だということになりま

まだもう少し考えてからやっ

結論はなかなか出ませんわ。

中尾ぼくはいっぺん聞

こうと思っていナこのだ

けれど,アソデスとか

アラスカという話はないです力、
アソデスはなかっナこ。フラスカというのは

ありましナこ。

フラスカはずっと前だけれど,伊藤洋平が
とがある。十年、前のことだか舌って船っナここ

ヒマラヤにウジャウジャ山が残っているとら,

.で阿呆なことを言うなといって船い九けれ
ど、,今は情勢が少し変って来ている0
フソデスも山はなかなか高いし,きれいナ、

チ,ゴリザにしろサルトロにしろ,完全無加藤

欠の処女と達いますよ。だいぶんきずがっいて
いる。(笑)

ツクはよかっナこわ.。ピーク29その点ノシャ中尾

と力、いくつかあり得るよ0

ちょっと落として選んでいったら,ぜんぜ厶西

ん力しがっいてない小娘がいっぱいいろよ0

(笑)

梅棹それキさがす力、

加藤止分はそういう小娘主義だな0

谷

ワ西

の山があるというのは本当力、

北村 6,1船m というのがあります。イΠし地図 1二

AACK時報 NO.3



ではこの標高には?がつけてあって,はたして

6,ooomをこえるかどうか公式の保証はありま

せん。

今西処女峰力、

北村その点はよく知りません。しかし 5,ooom

をこえるのは,少なくと、四峰以上あって,こ

れは登酷されたということは聞いていません0

しかしその辺の上空は,マクマードから極点ど

地ヘゆく飛行機がブソプソ飛んでいますよ0

今西それは仕方がない。

北村それにそこへゆく途中には,人加がゴロゴ

戸してぃるほど多いということですよ0

今西それで墾っていないの力、

北村登る興味がないのです。学老だから0 そこ

がつけ口だけど。

梅棹そうだ。そこがっけUで,いま南極に行っ
てぃる打は仟軍人か学者だからU.1には興味がな

いそれでこれはかなり開拓的な仕亭ができる

と思う。はじめて山に典叺のある老が乘りこん

できたということで,これはちょっといいぜ0

今西市極で 5,ooomというナこら,ちょっと面山
し、な。

加藤 1打極の 5,ooomというのは,空気が繊い火

ろう。

中尾空気が濃いということ力斗拘題だ0 (この怠
味木明, K氏は経許, N氏は農学部卒である」
とに恢H系があるかも知れない。瓢'1架岩"上)

一ド北村先理の 6,10om峰(無名)はマリ
.、

ラソドの真小にあります。その村近(といって

も 500~60okm謝れナこところ)にアメリカのバ

ド基地があるので,これは可能性があるかも

知れません。

梅棹そうだ。外国,今の場介ならアメリカの登

山家と瓢ろうて,外国の基地ヘ登山家として入

つてゆく。普,1屑に関採ないということでやるわ

けだ。

北村そうですわ。これは非窃に可能性がある0
フメリカは南極ヘ行く人がなくて圈っていると

いう話も開いていますが(但しこれは科学老の

話)登山家として行'けるかどうかには疑岡があ
るので,とにかく三人程科学者のふりをしても

ぐりこむ。利学老といっても一年中科学の鬼に
なってぃる必要はないので,及にはちょいと夏

休みをもらって,その 6,10omの無名峰に堂り

にゆく。あわよくば,あちらさんの犬権とか靈

戦車をHi借してゆけぱ,これは非常に安上りで

ゆけそうです。求ケットマネーでゆけるか、知

れない。(ス)しかしこれはAA.CKの諦力か

やらねぱならぬにしても, AACKの仕・上では
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ないですね。

梅棹ぽくはそうは必ずしも思わんがわ。

北村しかしむこうでは,高度を問題とするより

は,もちろん高度もあった方がよいが,むしろ

水平的な未踏地域のほうが魅力があります0 局

さが 5,ooomというより, 50okm奥というほう

が少なくともぼくには興味がありますけれど,

そうなるとヌ先程の航空機,垂戦牢部隊という

ことになる。

梅棹重戦車一台チャータしてもいいけれどね0

今西しかしその山をちょっと研究してみてくれ

よ。山があっ六らわれわれは登りたくなるから

な。北村が行った所にそんな山がなかったとい

つて、,山があれぱ,やはり登りたくなるよ。

(夫)

梅棹これはアジるようだけれど,ひとっ南極山

栃研究会というようなものをつくって,南極の

山の釧究会くらいやっナこらどうかな。これは力

ラコラムがしまいになったら,ひとつ考えてょ

いのと逕うかな。

加藤南極では,氷とペソギソしかない。東京4
ワ一にのぼるような、のじゃない力な。やはり

人冏がいてくれないと,浦もしろくないな。南

極はあまり好かぬ。(笑)

梅棹それでは話題を変

えて,最後に残った共

産凶の山々について語

AACK時報

今西そんなものがあるの力、えらいことになっ

てきょる。

梅棹それはちょっとしナこものだなー・

中尾それを山の人がどうして目をっけないのか

と思う。ととろがネファの壁をどうして打ち破

るかということになるのだけれど,ネフプの壁

が打ち破れなくて,どうして中共ヘゆける力、

梅棹そういった地域は未来の夢としてみなある

と思う。何かチャソスがあれぱつかむだけの姿

勢はできている。しかしその姿勢だけではAA

CKのような団体はもたへんのですわ。サルト

戸のようなものがあって,それをやりながら,

どこか一方に遠い夢があってそれをつかむ。こ

れはできる。しかし,可能性がひょっとしたら

できるか、しれんという程皮のものにすべてを

かけるわけにはゆかない。現実性があって,そ

れに努力することにょって一歩でもそこヘ近ず

いていくということならよいけれども,そうぃ

う少だけではちょっと 0

今西それを何かしないと,じっとしていては道

は囲けない。たとえぱ河口慧海は変装してチベ

ツトへ入っていった。三人ぐらいが変装してナ

ムチ十・バーノレワの下あたりまで偵察に入る。

これは探検でなくて冒険かも知れないけれども

やうてやれないことはないな。(笑)

林 つかまってしまう。

厶西 化けこみは,つかまえられたらしまいとい

うことではない。又逃げたらいいのだから..。

(笑)

加藤殺さないね。北京までっれて昂って、らっ

たら,えらいトクやぜ。(笑)

梅棹いっちょうやる力、

中尾しかし潜入は,こうぃう団体の企画では,

ちょっとぐあいが惡いですな。

今西昔の軍J〒探偵でも,つかまえられても,陸

軍から派逃されたということは,決して言わな
いぞ。(笑)

そそのかさはる。那もしろいじゃない力、

そういうととをやってやるという者が出て

来たら,運命が開けると思う。しかしこれは,

どちらかというと非常手段的なものだが,もっ
と他に方法はないものだろう力、

コーカサスだって行けるのと連う力、あそ

との観光ルートにのって戸シフ人と艸よくなっ

ていったら,共産圏は案外早く1用けるかも知れ
ないぜ

岩坪コーカサスでしナこら,ぼくらノシ十ツクで
ム'た,t_ー、、・゛*うた飛ーラソドの迎巾は,全部スィス, フフ

ソスとかイギリスなどから裴備を買ってぃる

共産圈の山々

つてもらいましょう力、

山口現在の国際ν.勢から,中八やソ速を考える

のは現突的ではないかも知れませんが,やはり

第一登主煮,大きい山をわ.らうという点からす
ると,今のところだったらゴサイソタソやナム

チャ.バールワ,それに近いだけ沌打は落ちる

と思いますがグルラ.マソダータ0 先程加藤さ

んが言われたヤルカソド・グリアの探検を別に
すれば,そうしたところしかないと思います0
そうぃうととろをねらうのだったら,現

際詣勢から非備に無理であって、,やはり今か
らねらってとりかかってぃないと,どこかよそ
に先を越されることになると思うのですが0

ネファ,<ミコマ中尾中共の山
あるけれど,

イはどうか
だヒぐラヤのネ

NO. 3

それをわれわれが持っていってやると言ったら
簡単にゆくかも知れない。

桑原それはいい手だ。せっかくノシャックでポ

ーラソドと関係がついたのた'から。求ーラソド

を使うというのは,これは盟邦だから割介よい
アイディアだ。

梅悼求ーラソドの連;打と,そういう音的をもた

ない文通をしょっちゅう続けてやってぃる力、
切れているの力、

今西まあ切れているだろう。

岩坪こっちはよく出していますけど 0

梅棹むとうから来ないのか 0

中尾ポーラソドとジ,イソトしてソ迎に入ると

いったら,学内でもよろこぶ人は沢山あると思

フ0

梅棹ソ連は可能性がある。中国は非常にむっか
しいけれど。

桑原中国は今高碕さんが.行って大ヘん昭光が山

て来ている。あれが進展すれぱ,可能性がない

でもない。文化交流を大いにやりたいというこ

とを,はっきり'うてオする。

梅棹しかし山というものは,日本では何という

カ、メージャー・ス飛ーツでしょう。しかしむ

こうでは,マイナーもマイナーほとんどとるに

足らぬようなものです。

林 中共・ソ連を真劒に考えて,ロシア語なん

かを粘極的に勉強すると力、そうぃうことはど

うです力、

桑原戸シア詔とか中国語。とくに戸シア話はこ

こでやって才6いて絶対損はないな。

梅棹しかし現実的に考えて,たとえぱロシア人
といっしょにやるというときに,今度の隊員の

英語の実力くらいまでロシア語が到達するとは
ぼくは信じないな。

桑原そりゃそうだ。今かりにソ連とやるなら英
語に限ります。むこうもマタいから,ちょうど
マタマタ同士で。

加

フブ(NEFA)地域のような

今西しかしそうなると,やはりナムチャ'

ルワになってくる。

.バールワの、うちょっと下に中尾 ナムチャ

イソドi瓜との立.に,フ,50omのベコマイと
山がある。

梅棹

14

さて今までだいぶいろいろな地域が出てき

ました。カラコラム,アソデス,アラスカ,南

極,そして共産圏の山々。あとニューギニアを

残して世界の秘境が大体出尽くしたわけです。

地域に関する議倫はこれぐらいにして,次は

パーティ論という力、どういう力法の遠征が考

えられかという問題に移りましょう。

高村今まで新しい地域についての議論がずぃぶ

んありましナこが,そういうふうに新しい地域を

求めていぐやり力と,もう・つは山との取阻み

方を変えていくという問題もあると思、います。

加藤

梅棹

15
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ナことえぱ合宿組織です。現にビアフォ氷河でや
どこかの拠点にべースを杣まつているように,

そこには氷河学老もいるし物理学名も越冬二こ,

する、ろもろの混成部隊から成り,入れ替り
立ち轡り出はいりし,いろいろな毛色の変った
ものを送り込む。そして山登りのシーズソには
山登りは'力円やる。植物のコレクシ,ソをやる

してい塒には植物学右がせっせとコレクシ"ソ

るし,存望秋冬を通じて山をやるもの、郭れば
気象咲名も濁るというような形で,生きのびる
という乎もあると恕、うのですが0
タソガニーカの京大類人独研究所み九いに

いつでもだれか力丸、る0

ロラムも折角加藤それは面白いと思うね0 カラ
開.怖し九フィールドだから,何らかの意叺でこ
れは糸を切りたくない。これは実にいいゲレソ

デですよわしらは二回も折かせてもらって今
ゲップが川てぃるけれど,末だ行ってない人も

あるのだから,これから若い連山だけで,小さ
いパーティをどんどん小す。今までA.ACKの

述征というと,ちょっと小むっかしくなっ九け
れど,これからもっとスポーツ的なものをどん
どん出してゆく。場合によったら尚村の山うよ
うに向Cうにべースを作ってオ6いて,入れ瞥り
立ち替りあそこもこ.こも,全部登ってしまう0
それはひじょうによいですな0 それくらい梅棹

のノJはありますよ。

AACKのちょこちょこ行くのはなかなか林

隊が成立しない。こんどのイソドラサソはまと
まりましたけれど、。そういう小さいものも気
にくわぬと言わないで,戸ートル連中の頭をも
つと変えて欲しい。カラコラムのU、iはネパール
にくらべると,アプローチがみな短い0 そうい
う点では実によいフィールドです0 それにジャ
ソグルがあると力、深い峽谷があるとかいうこ
とも,ひじょうに少ないですから0

何といっ九って健原地ですよ0加藤

健康地です。中尾

捻んとうに若い迎中だけで。上にヒヒオヤ加藤

ジをつけないで。
これ梅棹それでは時愉、なくなりましたので,

で座談会を終ることにし九いと思いま弓0 長Π'
リ,'ム心な対前を紕けていナこだきまし冏にわ九

て,どうもありがとうございました0

昭和3年今西,西堀らが,つづいて高僑健治らが卒

業,現役の中心が甲南高校から来た伊藤愿に移った。
今西,西堀らから伝えられたパイオニア精神はよう
やく国内の山だけでは満足できぬようになり,眼は海
外ヘ向けられるようになってきた。

まず,高橋,奥が昭和5年春ヨーロッパへ向かった。

目的はヨー戸ツパの登山技術を仕入れ,氷河の経験を
つみ,さらに登山装備を研究することにあった。欧州

フルプスの先馴者は松方三郎をはじめ先輩も多い。し
,渡欧した一人の行き力はちがってぃ九。ガイド
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2 A同遠征の是非, 3.カラコラムの登山^比較地
域. 4.AACKの将来,の4 部に分かれ,速記録
は200字沽め亰稿T1紙520枚の大部の、のとなっナこ0

はじめ公弍報告書に収録する目的で作この記録は,

製されたものであるが,報告書が別の形で編集,刊
ここにその一部行されたので,会長の汗可を得て,

を発表し六第一部の「遠征の回顧」,第四部の
内容を圧縮「将来の展望jの速記録1て若干手を加え,

し九。綿集責任者は,北付泰一,酒井敏明である0

梅棹

実現こそしなかっ九が,このカブルー寸画は,それ

以後の遠征登山のきっかけを作った。国内の山行はす

べてヒぐラヤ遠征を前提としナこものとなり,朝鮮,満

州の山々で,遠征の経験を積み重ねていっ六。

大体, AACKのその後の歩みの中心は,今西,西

^

AACKの加年

ノ^ψ、、ノ^ノ、'^、Y/、,=^^ノ
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を経営して兆り,ある外国人が彼の山岳蔵書を売り

に出していることを知らせてくれ六。との外国人の名

はドント(英国人)で,六甲のドソト岩にその名残り

をとどめているように,よく六甲登山をした人であっ

ナこ。約150冊から200冊近くあったその蔵書にはたいて

いのめぼしい本がそろっていた。費用は当時京大図書
4

館々長の新村出さんの御好意で図書館の予算から出し

てもらっナこ。これをライブラリーの種として,今西,

桑原らは直接外国の古本屋からカタログをとりょせた
リ,丸善を通したりして着々と山岳図書を揃えてぃっ

九。ヨー戸ヅパの登山勃興期の古典をはじめ,アルパ

イソ・ジャーナルの完全なセット,スィス山岳会発行

の Die Aゆen の完全なセットは,当時京大しか持っ

ていないものであっ九。図書の中拒は図書館の費別で

買ってもらったもの、李ったが,自費で買ったもの、
多い。昭和2 年には 1,000冊にもなっていだであろ'う

カ、ちょうどこの年,京犬へラグビーの御観戦に御来

学された秩父宮に,特に農学部の一室を借りて,この

当時日本一といわれた蔵書を陳列して兆日にかけたこ

ともある。今西,西堀,桑原の三人がモーニソグ姿で

御説明申上げると同時に,笹ケ崟ヒュッテの建設計画

をご説明しご賛同を得た。そのおことぱは大いに利用

し九。(戦後のルームの火事で,その貴重な蔵書を失

つたことは全く惜しみても余りあるものがある。)

ついで翌昭和3年には大正14年以来入ってぃ九笹ケ

崟にヒュッテが建設された。当時大学山岳部でクラブ

ヒュツテを持ってい九のは北大唯一つであっ九。大学

ヘ働きかけ,費用の足らぬ分は一般の寄附を伯」ぎ,こ

うして建てられた笹ケ崇ヒュッテは,内地では勿諭は

じめてのクラブヒュッテであっ九。(いまわれわれは

笹ケ亀という場所をえらんだ先輩諸氏の限のたかさに

敬服している次第である。)

今西,高僑らの功績としてもうーつぁげるべきもの

は昭和4年の関西学生山岳連盟の結成である。今西は

すでに卒業して兵隊1こ行っていたので,高橋らが主に

中心となって進め九。そして関西岳連の機関紙を発行

した0 当時として横書きの機関紙も珍らしかったが,

モの 1号, 2号の記録にはみるべきものが多かった。

AACK結成まで

その倖体となっAACKの歴央を語るには,ます,

九京大旅行部にっいて語らなけれぱならない0 しかし
残令ながら,大正時代の京大旅行部が,どのようよ性
儁でありどのような活肋をしてい九かにっいては,
くわしく刈ベる機会を持九なかった0 九ナこ,当時の旅
〔弗には四応糸の人達が中心となり,遠止班という、
のもあって性格はあいまいなものであっ九といわれ
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その2

平井

ている。

吐報第1号に北今西逹の二高卒業までにっいては,
私は彼等が京大ヘ入学してからを書く0村力ゞ轡い九。

今西範が京大に入っ九ときの旅行部も,部としての
はきりとした性格はなく,彼らの登山思想を満足さ
せてくれるような雰囲気ではなかった0 そこで,彼ら

これがやがてAAは新しく旅行部山岳班を結成し六0
CKの母胎となるのである0

ナ正10年柧有恒がアイガー東山稜を初登雌し,帰
国して近代アルピニズムを伝えてから4年,ようや
日本の蹴山界が近代アルピニズムに脱皮しょうとし

正

1962年10月,愉国しナこサルト戸・カソリ遠征隊員
AACK会R,三大山悪部Rのイj志が集っ,と迎ズ.,

ト戸.カソリi虫1止上めぐる座'よ会をしナこ0て,・り'ノレ

座述<の内容は, 1.サルトロ・カソリ迦征を終クて

X

X

X

NO. 3

なしで盛んにアルプスに登っていナこスイスのチューリ

ツヒ山岳会を手本にして,彼らもまたそれに同じナこ。

一方,内地で伊藤がカムチャッカ遠征を考えていた

とき, 1929年のドイツのバウアーを隊長とするカソチ

エソジュソガ遠征の帳告書が届いた。登頂こそ成らな

かったが,この隊の東北稜の登離は多くの示唆すべき

点をもっていた。ととにこの嬢告書の未尾の遠征費用

の明細にょるとバウフ一は2万円でカソチをやってい

た。'2万円あったらヒマラヤに行ける'ということは

大きな剌戟であった。今西,伊藤らにとって今まで

'高嶺の花'としか思えなかったヒマラヤ遠征が,ナこち

まち現実性を帯びて現れた羚もいであった。

バウアーの報告書について徹底的に研究し,目標を

カブルー(フ,333m)においた。当時の旅行部々長郡場

寛,名誉教授小川琢治がこの計画を支持してくれた。

今西,西堀は小川琢治の紹介状を手に大阪の朝日新聞

社の門を叩いた。編集局長上野精一はこの話に大いに

乗り気になり,また資金の一部にイソドとの取引きの

多かっ九岸本商店からの援助も得られた。さらに田中

喜佐衞門は 3,000円を当座の資金にと寄附してくれ,

留守本部々長であった桑原がそれを住友銀行京都支店

に預け入れた。隊長は郡場寛,時期は1932年と決定し

た。しかし,ヒマラヤに行くためにはもうーつ,主体

をどこに郭くかという問題があっ九。京大旅行部とい

う現役団体では勿論ない。そこで今西,西堀,宮崎,

伊藤らが考えてA.ACKを結成し,そこに主体をもた

せた。これがAACKの創設の動機である。当初は会

員数も一十数人だけで,今西,西堀,桑原,四手井ら

をはじめ,会員はその育成に努力しナこ。昭和5年 a9

30年)も終りの頃であっナこ。

AACKは創立の目的からしてもヒマラヤを前提と

したものである。学校出ても海外遠征の志を失わぬた

めにと作った精神は30年たった今でも受けつがれてい

る。今日までAACK会員による外地遠征は戦前戦後

を通じて30以上を数える。

しかし,このAACK結成の動機となったカプルー

計画は翌年1931年の満州事変のため,ついに日の目を

みるには至らなかった。ヨーロッパにいた高橋,奥ら

に云って,送ってもらったバウフ一の装備一式も直接

の役にはたたなかった。ただ, 1931年の12月に出版さ

れ九バウアーの報告書の,伊藤にょる訳書,「ヒマラ

ヤに挑戦して」がその名残りをとどめている。

AACK第2次ヒマラヤ計画まで

X

X

グの

ソ・クラ

X

X

X

設""ーギ_の勉強を

する1,'う_.易商会

16

し
三
っ
ー

て

、
のテ

を
々
に
し
つ
ツ
ユ

'
り
Π

不
 
1

ツ
ぱ
を
々

八
り
繊
汰

,
ノ
登
紲
、
,

ネ
山
い
を

ソ
は
き
と

チ
ら
大
こ

,
イ
皮
う
ナ

根
 
0
 
い
っ

尾
る
と
か

郎
み
大
な

弔
、

次
を
京
き

源
録
 
0
 
で

日
一
=
口
し
ー

才

ノ

△ノ

0
゛
、
一

ι
Ξ
「

、
、
.

{
 
1

く
一

よナ

し
 
1

多
才
っ
九
高 ξ


